















































図 1 　『紀伊国名所図会』後編　巻 6（南部駅）
より（嘉永 4 年〈1851〉刊）西村作図






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・﻿貞享 4 年（1687）―「奇異雑談集」巻 2（朝倉治彦・深沢秋男編『仮名草子集
成』21巻所収，1998年）295頁
・﻿元禄 7 年（1694）―井原西鶴「西鶴織留」巻 4（岩波古典文学大系『西鶴集
（下）』所収，1960年）414頁





























































・﻿嘉永 7 年（1854）―柳煙亭種久「風俗淺間嶽」2 編下，早稲田大学図書館蔵，
図11右




・﻿安政 7 年（1860）―三亭春馬「花封莟玉章」3 編上，大阪府立中之島図書館
蔵












・﻿嘉永 4 年（1851）―高市志友他編「紀伊国名所図会」後編巻 6 ，注16に同じ
・﻿明治30年―三遊亭円朝「両後の残月」第 3 席の 4（読売新聞初出，中丸宣
明ほか校注『円朝全集』第11巻，2014年）229頁
・明治期―教育画（葉茶屋）東京都立図書館蔵
























































































﻿ また，滝澤馬琴『羇旅漫録』（享和 3 年，1803）にも「京都の陶は，粟田口よ
ろし。清水はおとれり。……大坂蒹葭堂このみのこんろきうす等を製す。」と




















年）766・767頁。日本随筆大成編集部編『日本随筆大成』第 3 期第 9 巻（1977
年）324・325頁。注70前掲カタログ図版54
【追記】
　115頁において，「江戸期の土の焼鍋は画像を確認できていない」と記したが，
校正中に例を見出したので記しておく。「常に薬をかはかし茶をはうじて」用いる
ものとされるが，画像では節分の豆を炒っている。
　山岡元隣「宝蔵」煎瓦（いりがはら）の条（寛文11年，1671）（小高敏郎他校注『貞
門俳諧集（二）』，古典俳文学大系 2 所収，1971年63頁）
